
 

令和２年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【  愛媛県  】 

学校名【 宇和島市立津島中学校 】 

１実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）  

２実施対象者 

 

（学 年 ･人 数） 

  

全校生徒 １８８名 

３展開の形式 （１） 学校における活動次の５つの中から選択し○をつけてください【複数選択可】 

① 教科名（ 保健体育  ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （ 道徳 ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

○チャレンジすることや努力を尊ぶ態度、ルールの尊重、フェア

プレイの精神を学ぶ。 

○失敗を恐れず自ら行動を起こす人材、将来に向かって自身と勇

気を兼ね備えた人材を育てる。 

 

５ 取組内容 ○パラリンピアンによる講演会 

・車いすバスケットボールシュートデモンストレーション 

・車いすバスケットボールシュート対決 

 講師（車いすバスケットボール 元日本代表 神保康弘 氏） 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



６ 主な成果 

 

○オリンピック、パラリンピックに対する興味、関心の向上。 

○障害の有無に囚われない生き方を学び、何事にも挑戦すること

の大切さを学ぶことができた。 

 

以下、生徒感想。 

○何かに挑戦するのに年も性別も関係ないということを学びま

した。自分の気持ちさえあれば、何にでも挑戦できるし、失敗も

意味のある失敗になると思います。失敗してもそれからの自分の

道を自分で切り開いていけば自分の大切な経験になると思うの

で、どんどん色々なことに挑戦していきたいです。（2 年男子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

○本校の「津島の大地に深く根を張り、夢や目標に向かって努力

をする生徒を育成する」の学校教育目標を意識した取り組みを行

った。 

○パラリンピアンとの触れ合いや、体験を通して、本校の校訓で

ある、「友愛」、「飛躍」を意識させ、インクルーシブな社会につ

いて理解を深めた。 

 

８主な課題等 ○実践が始まる前年度に年間計画を立てる必要がある。 

 （どの教科で何を学ぶのか等） 

○単発のイベントで終わるのではなく、継続的なオリンピック・

パラリンピックに対する授業等が必要である。 

 

９来年度以降の

実施予定 

○あすチャレスクールに参加できるのであれば、ぜひ来年度も参

加したい。 

○２０２１年に延期になった東京オリンピックへの興味・関心が

薄れないために継続的な工夫が必要である。 

 

 


